
第
１８
章

貿
易
の
測
り
方
―
―

貿
易
の
指
標

●
工
業
化
と
貿
易

開
発
途
上
国
の
工
業
化
に
と
っ
て
、
貿
易
政
策
は
非
常
に
重
要
で
あ
っ
た
。
多
く
の
開
発
途
上
国
で
は
、

国
内
市
場
の
輸
入
品
を
国
産
品
で
代
替
し
て
い
く
輸
入
代
替
工
業
化
が
最
初
に
試
み
ら
れ
た
が
、
効
率
的

な
産
業
を
育
成
し
て
い
く
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
、
国
内
の
労
働
力
な
ど
の
資
源
を
輸
入
代
替
に
使
う
か
、
輸
出
向
け
工
業
製
品
に
使
う
か
の
選

択
を
迫
ら
れ
た
。
一
九
七
〇
年
代
頃
か
ら
、
一
単
位
の
外
貨
節
約
の
た
め
に
必
要
な
国
内
資
源
費
用

（D
om

estic
R

esource
C

ostper
unitofforeign

exchange
:

D
R

C

）
と
、
同
じ
国
内
資
源
を
輸
出
拡
大
に
使
っ

て
外
貨
を
獲
得
し
た
時
の
国
内
資
源
費
用
を
比
較
し
て
、
貿
易
政
策
を
検
証
す
る
研
究
も
盛
ん
に
お
こ
な

わ
れ
た
。

し
か
し
、
近
年
で
は
自
由
貿
易
を
積
極
的
に
進
め
る
こ
と
が
国
際
社
会
の
流
れ
に
な
っ
て
い
る
。
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●
純
輸
出
比
率

国
際
競
争
力
を
示
す
指
標
で
最
も
簡
単
な
も
の
に
、
純
輸
出
比
率
、
す
な
わ
ち
、（
輸
出
―
輸
入
）／（
輸

出
＋
輸
入
）
が
あ
る
。
こ
の
指
標
は
マ
イ
ナ
ス
一
か
ら
プ
ラ
ス
一
ま
で
の
範
囲
で
変
化
し
、
こ
の
値
が
大

き
く
な
る
と
国
際
競
争
力
が
向
上
し
た
と
考
え
る
。

表
１
に
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
国
民
経
済
計
算
の
統
計
で
み
た
純
輸
出
比
率
を
示
し
て
い
る
。
人
口
規
模

の
小
さ
い
国
で
は
、
輸
出
入
の
合
計
が
Ｇ
Ｄ
Ｐ
よ
り
も
大
き
い
場
合
が
あ
る
。
人
口
規
模
の
大
き
い
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
で
も
、
近
年
で
は
貿
易
依
存
度
が
上
昇
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

輸
出
入
の
構
造
を
み
る
た
め
に
表
２
で
商
品
別
の
純
輸
出
比
率
を
み
る
と
、
鉱
物
資
源
や
製
造
業
品
で

は
純
輸
出
率
は
プ
ラ
ス
、
化
学
や
機
械
で
は
マ
イ
ナ
ス
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
一
般
に
製
造
業

品
の
な
か
で
生
産
に
必
要
と
さ
れ
る
技
術
水
準
を
み
る
と
、
繊
維
製
品
か
ら
機
械
（
特
に
工
作
機
械
）
に
い

く
ほ
ど
高
度
に
な
る
か
ら
、
産
業
の
純
輸
出
比
率
か
ら
も
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
技
術
水
準
が
あ
る
程
度
う
か

が
え
る
。
も
っ
と
も
、
純
輸
出
比
率
は
景
気
変
動
な
ど
の
影
響
も
受
け
る
事
後
的
な
指
標
な
の
で
、
よ
り

詳
細
な
分
析
へ
の
出
発
点
と
い
っ
た
ほ
う
が
よ
い
。

第１８章 貿易の測り方―― 貿易の指標
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年 輸出 輸入 GDP 輸出／
GDP

輸入／
GDP

純輸出比率＝
（輸出－輸入）／
（輸出＋輸入）

１９９１ ６２，２６３．８ ６１，３７５．７ ２２７，４５０．２ ０．２７ ０．２７ ０．０１
１９９２ ７６，３８４．４ ７０，３３６．６ ２５９，８８４．５ ０．２９ ０．２７ ０．０４
１９９３ ８８，２３０．９ ７８，３８３ ３２９，７７５．８ ０．２７ ０．２４ ０．０６
１９９４ １００，５０３．７ ９１，８７３．８ ３８２，２１９．７ ０．２６ ０．２４ ０．０４
１９９５ １１９，５９２．５ １２５，６５６．９ ４５４，５１４．１ ０．２６ ０．２８ －０．０２
１９９６ １３７，５３３．３ １４０，８１２ ５３２，５６８ ０．２６ ０．２６ －０．０１
１９９７ １７４，８７１．３ １７６，５９９．８ ６２７，６９５．４ ０．２８ ０．２８ ０．００
１９９８ ５０６，２４４．８ ４１３，０５８．１ ９５５，７５３．５ ０．５３ ０．４３ ０．１０
１９９９ ３９０，５６０．１ ３１３，７２０．２ １，０９９，７３２ ０．３６ ０．２９ ０．１１
２０００ ５４２，９９２．４ ４２３，３１７．９ １，２６４，９１９ ０．４３ ０．３３ ０．１２
２００１ ６２４，３４０．８ ５０３，４８２．３ １，６８４，２８１ ０．３７ ０．３０ ０．１１
２００２ ５９５，５１４ ４８０，８１５．４ １，８６３，２７５ ０．３２ ０．２６ ０．１１
２００３ ６２７，０６４．９ ４７０，９９７．８ ２，０１３，６７５ ０．３１ ０．２３ ０．１４
２００４ ７１１，７７７．８ ６２０，１８４．２ ２，２９５，８２６ ０．３１ ０．２７ ０．０７
２００５ ９４５，１２１．８ ８３０，０８３．４ ２，７７４，２８１ ０．３４ ０．３０ ０．０６
２００６ １，０３６，３１６ ８５５，５８７．８ ３，３３９，２１７ ０．３１ ０．２６ ０．１０
２００７ １，１６２，９７４ １，００３，２７１ ３，９４９，３２１ ０．２９ ０．２５ ０．０７
２００８ １，４７４，５０８ １，４１８，１０５ ４，９５４，０２９ ０．３０ ０．２９ ０．０２

表１ インドネシアの国民経済計算でみた貿易

（注） 輸出入と GDPの単位は１０億ルピア。
（出所） Statistics Indonesia, National Income of Indonesia, various yearsから筆

者作成。
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商品
分類
SITC

SITC０ SITC１ SITC２ SITC３ SITC４ SITC５ SITC６ SITC７ SITC８ SITC９

品目 食品 飲料 原材料 鉱物燃料 動植物油 化学 製造業品 機械輸送
機械

その他
製造業 その他

２００６５，１２４．１ ３５９．２ １３，０５９２７，６１９．１ ６，１９１．１ ５，１３４．５１７，１９０．４１４，１２０．８ １１，４５３ ５４７．４

２００７５，８８０．６ ４４８ １４，９８８２９，２１０．４ ９，９９９．７ ６，７３８．６ １８，９１２１５，２２６．８ １２，００１ ６９５．６

２００８７，９１６．５ ５５０．１１４，８４４．３３９，７７９．６１５，０６２．２ ７，４５３．６２０，４６３．９１７，３４２．９１２，７６７．９ ８３９．４

商品
分類
SITC

SITC０ SITC１ SITC２ SITC３ SITC４ SITC５ SITC６ SITC７ SITC８ SITC９

品目 食品 飲料 原材料 鉱物燃料 動植物油 化学 製造業品 機械輸送
機械

その他
製造業 その他

２００６４，７０８．９ ２３２．１ ３，６１９．５１９，０２６．８ ７６．８ ８，７３２．８ ７，６９９．６１５，３７１．２ １，５９３．３ ４．５

２００７６，８８３．７ ３３０．５ ４，４６８．５２１，９９４．３ ８３．４１０，０６４．５ ９，６１１．３１９，０３８．３ １，９９０．３ ８．６

２００８７，９２０．８ ４７８．４ ７，３８１．８３０，６５１．８ １２７．４１５，９８８．４２０，１５８．７４２，７２５．７ ３，７２８ ３６．３

商品
分類
SITC

SITC０ SITC１ SITC２ SITC３ SITC４ SITC５ SITC６ SITC７ SITC８ SITC９

品目 食品 飲料 原材料 鉱物燃料 動植物油 化学 製造業品 機械輸送
機械

その他
製造業 その他

２００６ ０．０４２ ０．２１５ ０．５６６ ０．１８４ ０．９７５ －０．２５９ ０．３８１ －０．０４２ ０．７５６ ０．９８４

２００７ －０．０７９ ０．１５１ ０．５４１ ０．１４１ ０．９８３ －０．１９８ ０．３２６ －０．１１１ ０．７１５ ０．９７６

２００８ ０．０００ ０．０７０ ０．３３６ ０．１３０ ０．９８３ －０．３６４ ０．００８ －０．４２３ ０．５４８ ０．９１７

表２ インドネシアの貿易構造

輸出

輸入

純輸出比率

（注） 単位は１００万米ドル。
（出所） Statistics Indonesia, Statistical Yearbook of Indonesia 2009, p.４９５から筆

者作成。

第１８章 貿易の測り方―― 貿易の指標

143



●
産
業
内
貿
易

表
１
の
純
輸
出
比
率
を
産
業
ご
と
に
計
算
す
る
と
、
あ
る
財
で
は
ゼ
ロ
に
近
く
て
も
、
そ
れ
が
貿
易
さ

れ
な
い
わ
け
で
は
な
い
場
合
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
表
２
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
事
例
で
は
「
食
品
」
は
輸

出
も
あ
る
が
、
そ
れ
と
同
じ
く
ら
い
の
輸
入
も
あ
る
。
先
進
国
の
場
合
で
も
、
自
動
車
を
輸
出
す
る
と
と

も
に
、
自
国
産
と
は
少
し
違
っ
た
型
の
自
動
車
を
輸
入
し
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
国
と
国

と
が
互
い
に
同
一
の
財
、
あ
る
い
は
同
一
の
用
途
を
も
つ
密
接
な
代
替
財
を
輸
出
し
あ
う
現
象
は
、
産
業

内
貿
易
（Intra−Industry
T

rade

）
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

ふ
そ
ん

産
業
内
貿
易
は
、
技
術
水
準
や
労
働
・
自
然
資
源
な
ど
の
要
素
の
賦
存
が
似
通
っ
た
国
の
間
で
お
こ
な

わ
れ
る
貿
易
で
あ
る
。
資
源
保
有
国
や
労
働
豊
富
国
の
間
の
貿
易
な
ど
、
国
内
で
利
用
で
き
る
資
源
や
生

産
要
素
が
異
な
る
国
々
で
の
貿
易
に
注
目
し
て
き
た
伝
統
的
な
貿
易
理
論
に
と
っ
て
、
産
業
内
貿
易
は
説

明
で
き
な
い
現
象
だ
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
現
在
で
は
、
産
業
内
貿
易
は
規
模
の
経
済
性
（
大
規
模
に
生
産

す
る
ほ
ど
費
用
が
下
が
る
の
で
市
場
が
大
き
い
方
が
有
利
に
な
る
こ
と
）
や
製
品
差
別
化
（
自
動
車
な
ど
の
製
品
の
質

を
若
干
違
え
る
こ
と
）
な
ど
か
ら
説
明
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
現
象
を
本
格
的
に
研
究
し
た
の
が
、
グ
ル
ー
ベ
ル
と
ロ
イ
ド
で
あ
る
。
そ
の
研
究
の
な
か
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で
は
、
純
輸
出
比
率
を
少
し
変
形
し
た
産
業
内
貿
易
の
指
標
（
Ｇ
Ｌ
指
数
）

が
提
案
さ
れ
た
（「
基
本
公
式
」
参
照
）。

●
東
ア
ジ
ア
の
産
業
内
貿
易

東
ア
ジ
ア
の
産
業
内
貿
易
を
Ｇ
Ｌ
指
数
で
分
析
し
た
先
行
研
究
に
よ
る

と
、
工
業
部
門
の
Ｇ
Ｌ
指
数
は
一
九
八
五
年
で
二
七
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
、

二
〇
〇
〇
年
で
四
五
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
、
二
〇
〇
五
年
で
四
六
・
九
パ
ー

セ
ン
ト
で
あ
る
が
、
電
子
・
電
気
機
器
は
一
九
八
五
年
で
三
三
・
八
パ
ー

セ
ン
ト
、
二
〇
〇
〇
年
で
五
九
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
、
二
〇
〇
五
年
で
五
六
・

六
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
（「
参
考
文
献
」
に
あ
る
熊
倉
正
修
の
論
文
に
よ

る
）。こ

の
こ
と
か
ら
、
東
ア
ジ
ア
の
産
業
内
貿
易
の
進
展
を
示
す
Ｇ
Ｌ
指
数

の
上
昇
に
は
、
電
子
・
電
気
機
器
が
寄
与
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
た

だ
、
二
〇
〇
〇
年
前
後
か
ら
中
国
（
お
よ
び
香
港
）
が
東
ア
ジ
ア
の
電
子
・

産業内貿易の指標
グルーベル・ロイド（GL）指数

ある i国の j 国への k産業（財）の輸出を����、i国の j 国から
の k産業（財）の輸入を����とすれば、産業内貿易を示すグルー
ベル・ロイド（Grubel=Lloyd）指数は以下のようになる。

�����
�
���

���
�
����

�
�
�

�
�

���
�
����

� �

��������
�
����

��

���
�
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基本公式
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電
気
製
品
に
占
め
る
シ
ェ
ア
が
急
増
し
た
た
め
、
ほ
か
の
国
々
の
貿
易
構
造
も
変
化
し
た
結
果
、
Ｇ
Ｌ
指

数
も
い
く
ぶ
ん
低
下
し
て
い
る
。

●
計
算
上
の
問
題
点

Ｇ
Ｌ
指
数
を
実
際
に
計
算
す
る
場
合
に
は
、「
産
業
分
類
を
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
」
と
い
う
問
題
を
解

決
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
産
業
分
類
を
細
分
化
し
て
い
く
と
、
Ｇ
Ｌ
指
数
は
小
さ
く
な
る
傾
向
が
あ
る
。

た
と
え
ば
「
輸
送
機
械
」
で
Ｇ
Ｌ
指
数
を
計
算
す
る
と
、
Ａ
国
が
Ｂ
国
に
自
家
用
車
を
輸
出
し
て
Ｂ
国
が

Ａ
国
に
ト
ラ
ッ
ク
を
輸
出
し
て
い
る
場
合
に
は
Ｇ
Ｌ
指
数
も
大
き
く
な
る
が
、「
自
家
用
車
」
と
「
業
務
用

自
動
車
」（
ト
ラ
ッ
ク
）
を
別
々
に
分
類
す
れ
ば
Ｇ
Ｌ
指
数
は
小
さ
く
な
る
。

次
に
、
妥
当
な
産
業
分
類
が
決
ま
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
に
適
し
た
貿
易
統
計
を
入
手
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
国
際
連
合
の
貿
易
統
計
で
は
、
台
湾
の
貿
易
統
計
が
十
分
に
は
反
映
さ
れ
て
い

な
い
。
貿
易
統
計
の
整
備
と
検
討
は
、
国
際
機
関
や
当
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
で
も
地
道
に
続
け
ら
れ
て
い

る
。
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《
参
考
文
献
》

貿
易
と
工
業
化
政
策
全
般
、
お
よ
び
国
内
資
源
費
用
に
つ
い
て
は
Ｇ
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